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我々は、きわめて小型の光回路を実現できるＳｉ細線導波路に

おいて、光通信に必要な偏波無依存性を達成するための検討を行

ってきた。DWDM を採用したシステムに関してはやはり偏波ダ

イバーシティが必要と考えられる[1]。現在図に示すような、偏波

回転と分離機能を有した素子を開発中である。ここでは TM 基本

モードを TE の 1 次モードに変換してその後二方向に分離する[2]。

この構造は広帯域性と作製誤差耐性に特長がある。 

入力ポートからのTM基本モードはリブ導波路構造の偏波変換

器によって TE1 次モードに変換される。TE 基本モードはそのま

ま透過する。この偏波変換を行うためには、導波路の深さ方向で

非対称な構造が必要であり、リブ導波路構造のほかに、壁面が

斜めになった導波路断面などが使用可能である。リブ型では、

5.8 m 長の素子で消光比 20 dB の TM0-TE1 モード変換が得られ

ている。 

この偏波変換器には、先細テーパの両脇に幅拡大テーパ構造を

有した光導波路を配置して構成した、光パワー分岐が接続されて

いる。TE 基本モードはそのまま同位相で、二つの出力に等分さ

れるが、TE1 次モードは反対位相で分岐される。これら二種の

TE モードは伝搬方向でテーパ分岐構造中の異なる部分で、中央

導波路と両脇の導波路で位相整合条件を満たして、両脇の導波路

にパワー移行する。テーパ構造により広い波長範囲で動作が可能

である。図 2 には 14 m 長の素子で 3 次元 BPM を使用してシミ

ュレーションをした結果を示す。1.25~1.6 m の広い波長帯域で

動作している。偏波変換器は、5m 程度の長さで消光比 20dB の

TM0-TE1 変換を 3 次元 FDTD シミュレーションで確認している。

図１の総合構造では TE、TM の損失は、1500nm 波長でそれぞれ 0.05dB、0.4dB であった。図 1 の分岐の先に干渉

器構造を設ければ入力 TE と TM の分離機能も実現される。 

本研究の一部は NEDO の「超低消費電力型光エレクトロニクス実装システム技術開発」により委託を受けたも

のである。     
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図 1 素子構造 

図２ 分岐構造の過剰ロスの波長依存性 
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